
医療法人同愛会 熊谷外科病院 

 

医療安全に関する取り組み 

 

安全に関する基本的考え方 

病院全体で医療安全対策推進に向けて活動することにより、患者さんが安心して医療を 

受けられるような環境を作ると共に、地域内での連携をはかり、医療の質の向上に努め、 

医療事故防止に対する職員の意識の向上を計っていきます。 

 

1.安全管理のための組織に関する基本事項 

医療事故防止活動を推進し、安全かつ適切な医療提供体制を確立するための組織として 

「医療安全管理委会」「医療安全管理室（医療安全管理部門）」「リスクマネジメント委員会」「患者相

談窓口」を設置する。 

 

2.医療安全管理のための職員研修に関する基本事項 

研修は、医療安全管理の基本的な考え方、事故防止の具体的な手法等を全ての職員に 

周知徹底することを通じて、職員個々の安全意識の向上を図るとともに、 

当院全体の医療安全を向上させることを目的とする。 

職員全体を対象に、病院全体で安全管理に取り組み、 

医療事故を防止することができるように年２回以上の安全教育を実施する。 

 

3.医療事故発生時の対応と報告並び安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針 

患者さんに対する最善の処置を行うことを最優先に、診療関係者や上司に連絡し、的確・迅速な 

対応が出来る体制を整備する。また管理者に遺漏のないように速やかに報告されること。 

家族の方へは速やかに連絡し、説明は誠意をもって事実経過を正確に説明する。 

医療事故の調査を行い、原因究明や再発防止策の策定等を評価検討する。 

必要に応じ、第三者の意見を聞く。医療安全管理の推進に必要な事項を定めた 

「医療安全マニュアル」を作成し、医療事故防止に活用する。院内で発生したインシデントに 

ついて、積極的且つ迅速な事故報告書の提出により、再発防止の検討・実施、 

新たな予防策の策定に努める。 

 

4.医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 

患者さんとの信頼関係を築くため、積極的に情報開示を行う。 

本指針はホームページに掲載するとともに、 

患者さん及び家族の方から閲覧の求めがあった場合はこれに応じるものとする。 

 

5.患者さんからの相談への対応に関する基本事項 

患者さん・家族の方へ安全で安心できる医療サービスを提供するために、患者相談窓口を設置する。 

患者さん・家族の方の種々の相談及び支援を行う。 

相談内容から問題点・課題を見つけ、医療安全並びに患者サービスの改善に生かす。 
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院内感染対策に関する取り組み 

 

1．基本的な考え方 

感染防止対策は、安心・安全な医療提供の基盤となるものです。 

当院は感染防止対策に病院全体として取り組み、病院に関わる全ての人々を 

対象として院内感染発生の予防と発赤時の速やかな対応を行うことに努めます。 

2．委員会・組織の基本事項 

当院における感染防止対策に関する意思決定機関として、院内感染防止対策委員会を 

設置し、毎月 1 回の会議にて感染防止対策事項を検討します。また、 

感染防止対策チーム（ICT）を 委員会内に設置し、感染防止対策の実務を行います。 

3．従事者研修の基本方針 

感染防止対策に対する職員の意識・知識・技術の向上を図るために、 

全職員を対象とした研修会・講習会を年 2回以上行っています。 

4．感染症発生状況報告の基本方針 

法令に定められた感染症届出のほか、院内における耐性菌に関する感染情報レポートを    

作成し、感染防止対策チーム（ICT）での検討と現場へのフィードバッグを 

実施しています。 

5.院内感染発生時対応の基本方針 

感染症患者が発生または疑われる場合は、感染防止対策チーム（ICT）が感染対策に   

速やかに対応します。また必要に応じて、通常時から協力関係にある地域の医療機関や

保健所と速やかに連携して対応します。 

6．その他 

院内感染防止対策の推進のため「院内感染対策マニュアル」を作成し、 

職員への周知徹底を図るとともに、マニュアルの見直し・改訂を行います。 
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